
●コンクリート版上にオーバーレイする場合。

●アスファルトコンクリート上にオーバーレイする場合。

●アスファルトコンクリート舗装クラックから透水による基盤の軟弱化防止。

●橋面のジョイント部を補強して舗装する場合。

●高速道路のジョイント部を補強し、且つ水密性を保って舗装する場合。

●支持力の異なる路盤上に舗装する場合。

●振動、沈下の恐れがあり、また絶えず動くジョイント部や建築物などのフレキシブルな防水層を必要とする場合。

●ジョイントフープは耐蝕性と抗張力に富み、かつ引張強度の大きいゴム化ア

スファルトをガラス繊維の両面に塗布して厚さ約1.6mmのシート状にした製

品であり、表層アスコンの耐用年数を増加させるために使用されます。

●ジョイントフープには片面を粘着剤加工して剥離紙で保護したタック付き製

品『N-200』と、両面を砂面加工した流し貼り用の『N-200(S)』があります。

●自着タック付　●防水層施工用

リフレクションクラック抑止材

特　長

用　途

品　種

リフレクション
クラック抑止材
として長期の
実績をもつ！！

　アスファルトコンクリートのオーバーレイ施工において、下層版の目地、亀裂欠

損部より表層アスファルトコンクリートの真上にクラックを生じること

（Re-flection crack）があります。

 ジョイントフープはリフレクションクラックの発生を抑止し、かつ、クラックの発

生時にもジョイントフープが透水を防ぐ事で路盤の軟弱化を防止します。

リサイクル可能
　基材がガラス繊維であるため、舗装打ち替え作業時の

切削により破砕されリサイクルが可能です。

優れた耐久性
　夏冬を通じて柔軟性を持ち、弾力性、引張り強度に富

みます。

作業性良好
　下地との馴染みが良いため貼り付け後すぐにでも

オーバーレイできます。

強靭なクッション性能
　上下舗装の中間にあって強靭なクッション層を構成し

ます。

▲クラック上へのジョイントフープN-200（S)貼付状況

ジョイントフープ
N-200

仕　様品　名

ジョイントフープ
N-200（Ｓ）

片面粘着品
（自着工法用）

両面砂付き品
（流し貼り工法用）



ジョイントフープ　カタログ管理番号JF‐01‐HO‐09　19/12　2,500（TS）

一般物性

施工上・保管上の注意

施工方法

荷　姿

◇アスファルト舗装上にオーバーレイする場合
①アスファルト舗装面の線状クラック、亀甲状クラックは埃、ゴミを除去して良く清掃した後に、目地材を溶解させたものをスキージで充塡したり、
　全面的に層状に塗布します。
②クラックの状況により、1m幅または適当な幅に切断してアスファルト舗装面に接着剤で全面接着します。
　〔N-200(S)の場合には、溶解した貼り付け用アスファルトコンパウンドを用いて流し貼りして接着させます。〕
③ジョイントフープ接着後、既存舗装面にタックコートを塗布してアスファルト混合物をオーバーレイ施工します。

ジョイントフープ
N-200

幅（㎝） 厚み（㎜） 長さ（m） 重量（ｋｇ/巻）品　　名

ジョイントフープ
N-200（Ｓ）
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　目地材を取り除いてボンドシー
ル注入。

　亀裂部はV型にはつり取ってボ
ンドシール注入。

　凹部は充填してレベリング層を
作る。

☆接着剤にはプライマーTW又はゴム乳剤を使用して下さい。
☆目地材は当社のボンドシールを使用して下さい。

　目地部分が大きく欠損している場
合はV型にはつり取ってボンドシー
ルを注入充填する。
　注入前の接着面にプライマーTW
を塗布すれば密着性良好です。

①既存シール材がある場合 ②亀裂部分がある場合 ③コンクリートが欠落している場合 ④目地部が大きく欠落している場合
ジョイントフープ施工 ジョイントフープ施工

ボンドシール

ジョイントフープ施工

ボンドシール 目地板等 ボンドシール 目地板等

※アオイ化学工業（株）社内規格

試 験 項 目 単　位

引張強さ KN/m

̶

̶

折り曲げ試験

耐熱試験

20以上

20以上

合　格

合　格

長手方向

幅方向

-5℃、Φ25㎜

80℃、　5時間

ジョイントフープN-200 ジョイントフープN-200（S）

◇コンクリート舗装上にオーバーレイする場合

アスファルト舗装をオーバーレイする場合は、必ず既存舗装面上
にタックコートを塗布して下さい。
アスファルト舗装上にプライマーＴＷを使用する場合は、ロー
ラー刷毛にて塗布し、過剰に塗布しないように注意して下さい。

プライマーは溶剤を含んでいますので、取り扱いには十分に注
意して下さい。
製品を保管する際には直射日光の当たらない冷暗所にて行い、
横積みや水漏れに注意して下さい。

（1）

（2）

（3）

（4）

ジョイントフープ施工

ボンドシール

本 社／〒731ー0141 広島市安佐南区相田1丁目1番26号 TEL（082）877ー1341（代）
FAX（082）879ー7260

広 島 工 場

埼 玉 工 場

北 京 支 社
アオイテクノサービス（株）
アオイコーポレーション（株）
アオイドリーム（株）
台 湾
シンガ ポ ール

／TEL（0826）46ー3511（代）
　FAX（0826）46ー2843
／TEL（048）584ー2511（代）
　FAX（048）584ー2510
／TEL +86（10）ー65584184
／TEL（082）877ー0017（代）
／TEL（082）877ー7336（代）
／TEL（082）831ー1345（代）
／奥億化學建材股　有限公司
／AOI KAGAKU（SINGAPORE）　　
　PTE.LTD.
　TEL（65）6659ー1137（代）

http://www.aoi-chemical.co.jp
東 北 支 店
　　　　　　　
関 東 支 店

北 陸 支 店

中 部 支 店
　　　　　　　
近 畿 支 店

中 四 国 支 店

九 州 支 店

北海道営業所

／TEL（022）384ー3171（代）
　FAX（022）382ー1260
／TEL（03）3993ー9311（代）
　FAX（03）3993ー9315
／TEL（025）280ー0131（代）
　FAX（025）281ー8338
／TEL（052）332ー5611（代）
　FAX（052）332ー5615
／TEL（06）6631ー2060（代）
　FAX（06）6631ー2170
／TEL（082）877ー7171（代）
　FAX（082）877ー5280
／TEL（092）623ー5556（代）
　FAX（092）623ー5559
／TEL（011）598‐1151（代）
　FAX（011）598‐1553

＜ご注意＞ 都合により予告なく本資料の内容を変更する事があります。　※製品のお問い合わせは各支店・営業所までご連絡下さい。

- ジョイントフープ裏面 [ 更新済み ].ai


